
学校法⼈(⾼等学校・⼤学)
×

University College Sabah Foundation
多⺠族⽂化・環境保全
オンライン交流プログラム

ご提案

University College Sabah Foundation(UCSF)⽇本事務所
141-0022 東京都品川区東五反⽥1-10-7アイオス五反⽥606

株式会社イーエクス プレス内 Global English Centre(GEC)⽇本事務所
Tel: 03-5793-9800 Email: info@gec-ryugaku.com

2021/01/11



マレーシア・サバ州

●成⽥から州都コタキナバルまで直⾏便で約6時間
●時差-1時間
●平均気温32度前後の常夏の国
●30以上の先住⺠族が多く⽣活をしており、その多くがキリスト教(カダザン・ドゥスン族)
●マレーシアの他エリアに⽐べて、イスラム教の宗教⾊が薄い



サバ州

州都 コタキナバル

⼈⼝
約390万⼈(2018年) 
静岡県(約360万⼈)より少し多い⼈⼝
マレーシア全体約3,238万⼈(2018年)

⾯積 73,904km2 北海道(83,424㎞2)よりやや⼩さい⾯積

⺠族

マレー系含む先住⺠族系※︓80.5％
(カダサン・ドゥスン族︓18.4％、バジャウ族/⽔上⺠族︓
17.3％、マレー系︓15.3％など)
中華系13.2％ / インド系0.5％ / その他5.8％
※約30以上の⺠族、約90⾔語が話されている

海洋・森林資源が豊富なネイチャーリゾート地
ダイビングスポット・世界遺産キナバル⼭・希少動物(ボルネオゾウ・オラウータンなど)



プログラム概要
実施時期 2021年6⽉〜8⽉27⽇の間(⼤学側テストまたは⾏事期間を除く)

実施時間 45分〜1時間/回×4回(曜⽇、⽇程分散可)

参加⼈数 10〜30名

参加対象 ⾼校〜⼤学対象(中学校相談可)

英語レベル 初級〜準中級レベル想定

アプリケーション Zoom または Google Meet

⽇本語通訳 ⼿配可

費⽤(NET) JPY17,500/⼈

含まれない内容 オンライン授業受講に必要なPC端末・マイク・スピーカー・イヤホンなどの機器
※2021年1⽉13⽇時点のお⾒積料⾦です。新型コロナウイルスに伴う経済状況、為替やその他予測不能な事象等で変更される場合もございます。



プログラムの⽬的例①

多⽂化・多⺠族共⽣について学ぶ
[トピック例]
・ ユニークなサバ州の先住⺠族 [The Unique Multi-ethnic Culturalism in Sabah]
どのようにして、30以上(細かく分けると100以上)ある異なった⺠族が、サバ州で順応しているか。
・ 課題/問題 [Barriers against Mutli-cultural Society]
多⺠族国家(州)で直⾯している障害、課題、問題
・ 多⺠族共⽣の意味[The meaning of “Multi-ethnic Symbiosis”]
多⺠族共⽣が導く未来



プログラムの⽬的例➁

環境保全について幅広く学ぶ
[トピック例]
・⾃然の価値 [The value of Nature]
⻑年受け継がれてきたサバ州の地元および先住⺠の⽂化に固有の持続可能な活動
・保全とリハビリテーション [Conservation and Rehabilitation]
絶滅の危機に瀕している、絶滅危惧種の動物(海カメ、オランウータンなど）の保護、リハビリ活動
・⽣態系サービス [Ecosystem Services]
⽣物群系に影響を与える、森林破壊やプラスチック廃棄物をなくす必要がある理由とその戦略⽅法

※ご希望に応じて例以外のトピック(エコツーリズム、SDGs関連など)や講義内容(難易度など)、
プログラム内容(⽇程、セッション頻度、⽣徒間交流・講義の割合など)を別途ご提案いたします。



プログラムの特徴

マレーシア⼈⼤学⽣とインタラクティブな交流
●⼤学学部より各分野のプロフェッショナルによるオンラインセッション

⼤学学部⻑を始め、教授、講師陣によるオンラインセッション

●現地現役⼤学⽣によるプレゼンテーション・ショーケース
教授による講義だけでなく、現地⼤学⽣によるプレゼンテーション/出し物

●受動的な講義型授業ではなく、能動的な参加型授業
講義、現地⼤学⽣のプレゼンを基に、⽇本⼈⽣徒によるプレゼン発表

●現地⼤学⽣と⽇本⼈⽣徒による意⾒交換
各プレゼン内容をトピックに、Q&Aセッション内にて⽣徒間の交流を図る

●University College Sabah Foundation修了証授与
全プログラム修了後、UCSF修了証(電⼦版)を発⾏

●⽇本語通訳によるプログラムの安⼼サポート(オプション)
全セッション英語で実施。⽇本語サポート可



プログラムスケジュール例

第1週
1時間⽬ ・ 両校によるウェルカムセッション(簡単な学校紹介など)

・ UCSF講義
・ Q&Aセッション(UCSF講師×⽇本⼈⽣徒交流)

10分 休憩
2時間⽬ ・ UCSF⽣徒によるプレゼン・出し物(ショーケース)発表

・ Q&Aセッション(UCSF⽣徒×⽇本⼈⽣徒交流)

第2週
3時間⽬ ・⽇本⼈⽣徒によるプレゼン(英語) 25分×2グループ

・ Q&Aセッション(UCSF⽣徒×⽇本⼈⽣徒交流)
10分 休憩
4時間⽬ ・⽇本⼈⽣徒によるプレゼン(英語) 25分×1グループ

・ Q&Aセッション(UCSF⽣徒×⽇本⼈⽣徒交流)
・ UCSF副学⻑からの挨拶



プログラム実施⼤学

学校名 University College Sabah Foundation (UCSF)
ユニバーシティ・カレッジ・サバ・ファウンデーション

ウェブサイト https://www.ucsf.edu.my/ (英語)
https://www.ucsf-ryugaku.com/ (⽇本事務所)

創設 2013年

学校形態 男⼥共学(私⽴)

経営⺟体 サバ州政府系財団 サバ財団

⽣徒数 約400名

学部

・ Faculty of Natural Science & Sustainability
・ Faculty of Development and Multicultural Studies
・ Faculty of Management & Entrepreneurship
・ Faculty of Arts and Creative Media

国連の持続可能な開発⽬標(SDGs)を含む、グローバルなグリーンアジェンダに
対する政府との連携に加え、地域の⽣涯学習の教育⽂化の活性化に貢献
している私⽴⼤学。



University College Sabah Foundation

施設イメージ

学⽣イメージ



提携語学学校︓Global English Centre

場所 マレーシア サバ州 コタキナバル
設⽴年 2011年
代表 オーストラリア ケアンズ出⾝ マイケル・キーホー
コース キッズ英語コース(⼩学⽣対象)

⼀般英語コース(中学⽣以上)
IELTS準備コース
TOEFL準備コース

プログラム IELTS免除⼤学進学Pathwayプログラム
現地企業インターンシッププログラム
ボランティアプログラム
団体向けスタディツアー、現地校訪問プログラム など



Global English Centre講師陣

全講師英語圏出⾝ネイティブ講師



この企画に関するご質問は、お気軽に下記までお寄せください。

University College Sabah Foundation(USCF)⽇本事務所
Tel: 03-5793-9800 Email: info@gec-ryugaku.com


